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あらまし：主体的にキャリアを形成するためには進路選択自己効力を高めることが必要であるが，その適

切な介入方法は明らかではない．本稿では，キャリアに関わる相互評価学習の実践について，形成的評価

としての相互評価学習の繰り返しが，キャリア態度や学習課題に対する動機づけにどのように影響したか

を，学習者への事後アンケートをもとに検討した．その結果，相互評価学習を繰り返した群のほうが１回

のみの群よりも，キャリアプランの発表と相互評価に対する効力感が高かったことが明らかになった． 
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1. はじめに 

キャリア教育では，それぞれにふさわしいキャリ

アを形成していくために必要な意欲・態度や能力の

発達に向けて，基礎的能力の一つとして「今後の自

分自身の可能性を含めた肯定的な理解に基づき主体

的に行動する」力を育成することが目的である．こ

の主体的に進路を選択する能力は，Bandura の自己

効力感をもとに，「進路選択自己効力」として定義さ

れている(1)．しかし，進路選択自己効力を高める方

策について，どのような課題が学習者の効力感を育

成し，進路選択自己効力の向上につながるか，具体

的な介入の方策は必ずしも明らかになっていない．  

筆者らはこれまで，キャリア教育における学生参

加型の取り組みとして，評価能力の向上が自己効力

感の育成を導くという仮説のもとに，Moodleのワー

クショップモジュールを用いた相互評価学習を実践

してきた(2)．その結果，相互評価学習によって学習

者がキャリアに関する意識を深めていることが分か

った．また，相互評価学習を繰り返すことによって，

学習者の 84.6％が評価能力の向上について肯定的に

回答した．多段階相互評価に関する先行研究として，

藤原らは，評価者が繰り返し評価を行うことで評価

に差をつけるようになり，評価結果の補正表示が評

価能力の向上に影響すると報告している(3)．また，

布施・岡部は，多段階相互評価によって，他者の多

用な意見を踏まえて自分の意見を明確化し，成果物

の質も向上させることができるとしている(4)． 

本稿では，効力感向上を目的としたキャリアに関

わる相互評価学習実践について，形成的評価として

の相互評価学習の繰り返しが，キャリア態度や，学

習課題に対する動機づけにどのように影響したかを，

学習者への事後アンケートをもとに報告する． 

 

2. 実践の概要 

2.1 授業実践 

短期大学 1年生 4クラス 92名を対象としたキャリ

ア教育科目において，個人プレゼンテーションに対

する相互評価学習を実施した．発表内容は「私のキ

ャリアプラン」とし，発表時間は 1 人 3 分とした．

評価の対象として，教員があらかじめ評価者 1 人に

つき 5 人を割り当て，評価入力時間を確保するため

対象の発表が連続しないように留意した．相互評価

学習システムとしては，Moodle 1.9xのワークショッ

プモジュールを使い，評価者は匿名で評価を行った．

評価基準を明確にするため，8 つの評価項目につい

て 5段階のルーブリックを学習者に提示した． 

相互評価学習に関わる授業の流れを表 1 に示す．

13・14回において，受講生が少なかった 2クラスは，

1 回目の発表と相互評価→改善→2 回目の発表と相

互評価というサイクルで実践を行った．他の 2 クラ

スは各自 1回の発表と相互評価学習を行った． 

表 1 授業の流れ 

回 内容 詳細 

12 キャリアプ

ランの作成 

キャリアプランの作成 

評価基準の説明と評価の練習 

13 

14 
発表と 

相互評価 

相互評価実施 

（発表を聞きながら評価を入力） 

15 相互評価の

振り返り 

自己評価入力（動画を参照） 

アンケートの実施，尺度による調査 

 

2.2 調査の概要 

キャリア態度の変化，相互評価学習による気づき，

キャリアプランの発表と相互評価に対する動機づけ

の把握を目的として，実践後に 20 項目について 5

件法で WEB アンケートを実施した．動機づけに関

する項目は ARCS モデル(5)を参考に作成した．同時

に，特性的自己効力感尺度 (6)および進路選択自己効

力尺度 (7)を用いた調査を行った． 

— 88 —

D2-2



3. 結果と考察 

 実践終了後に行ったアンケートの結果を表 2 に示

す．相互評価を 2回繰り返した群（N=39）と，１回

のみ行った群（N=51）の平均値の差について，Welch

の t 検定によって検証した．その結果，「キャリアプ

ランの発表は面白そうだ」「キャリアプランの発表は

やればできる」の 2項目について，1％水準で有意な

差がみられた．また，「キャリアプランの発表はやり

がいがある」「キャリアプランの発表は自分のために

なる」「キャリアプランの発表をやって良かった」「相

互評価はやればできる」「相互評価は自分のためにな

る」の 5項目について，5%水準で有意な差がみられ

た．キャリアプランの発表と相互評価学習に対して，

特に関連性（Relevance）と自信（Confidence）の面

で，相互評価学習を繰り返した群の方が高い動機づ

けを示したと考えられる． 

一方で，効力感の観点から考えると，自信

（Confidence）に関わる項目で，「やればできる」と

比較すると「工夫ができた」「相手のためになる評価

ができた」が両群とも低く，有意な差も見られなか

った．課題に対する効力感を高めるためには，相互

評価にもとづく内容の改善に焦点を当てた授業デザ

インを検討する必要がある． 

進路選択自己効力感と特性的効力感について，繰

り返し群と 1 回群には統計的に有意な差は見られな

かった．今回の実践では実施前の調査をおこなって

いないため，相互評価学習の実施が，課題に対する

効力感と進路選択自己効力の変化に与えた影響を明

らかにすることはできなかった． 

 

4. まとめと今後の課題 

本稿では，キャリアに関わる相互評価学習の繰り

返しによって，キャリアプランの発表と相互評価に

対する学習者の効力感が向上したことを報告した． 

今後は，より効力感を高める相互評価学習方法を

検討すると同時に，実践の前後に調査を実施するこ

とによって，学習課題に対する効力感が進路選択自

己効力に与える影響を明らかにしていきたい． 
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